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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　刃縁を有する刃体と把持部とを備えた一対の鋏片を互いに開閉可能に回動中心部で支持
し、この両刃体には両鋏片を互いに閉じた際に両鋏片の開閉方向両側で相対向する挟持部
を有する掴持部を設けた鋏において、両鋏片を互いに閉じた状態で、この両挟持部間の中
央を通って両鋏片の回動中心線方向に沿って延びる想定面により区画された両鋏片の開閉
方向両側の領域のうち、一方の領域側に両鋏片の把持部を片寄って配置し、
　前記両鋏片において、刃体は回動中心部より先端側に設けた刃部に設けられ、把持部は
回動中心部より基端側に設けた柄部に設けられており、
　前記両鋏片を刃部の掴持部と柄部の把持部との間で屈曲させて一方の領域側に両鋏片の
把持部を片寄って配置し、
　前記刃部の刃体において刃縁に沿う延設線は、掴持部から回動中心部に向かうに従い前
記想定面から次第に離間するように屈曲されていることを特徴とする掴持部付き鋏。
【請求項２】
　刃縁を有する刃体と把持部とを備えた一対の鋏片を互いに開閉可能に回動中心部で支持
し、この両刃体には両鋏片を互いに閉じた際に両鋏片の開閉方向両側で相対向する挟持部
を有する掴持部を設けた鋏において、両鋏片を互いに閉じた状態で、この両挟持部間の中
央を通って両鋏片の回動中心線方向に沿って延びる想定面により区画された両鋏片の開閉
方向両側の領域のうち、一方の領域側に両鋏片の把持部を片寄って配置し、
　前記両鋏片において、刃体は回動中心部より先端側に設けた刃部に設けられ、把持部は
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回動中心部より基端側に設けた柄部に設けられており、
　前記両鋏片は、刃部において回動中心部と掴持部との間に設けた刃体と、柄部において
回動中心部と把持部との間に設けた支持体とを有する刀身を備え、この両鋏片の刃部にお
いて掴持部は刀身の刃体と異なる材料により成形され、この両鋏片の刀身には刀身に掴持
部をインサート成形する際に金型に刀身を位置決めするための移動規制部を設けたことを
特徴とする掴持部付き鋏。
【請求項３】
　前記両鋏片の刃部において掴持部の挟持部は、両鋏片を互いに閉じた状態で接触する当
接部を有していることを特徴とする請求項１または請求項２に記載の掴持部付き鋏。
【請求項４】
　前記両掴持部の挟持部において当接部は挟持部の先端部に設けられ、両鋏片を互いに閉
じた状態で両挟持部間には当接部と挟持部の基端部との間で隙間を有していることを特徴
とする請求項３に記載の掴持部付き鋏。
【請求項５】
　前記両掴持部の挟持部には突部を設けたことを特徴とする請求項３または請求項４に記
載の掴持部付き鋏。
【請求項６】
　前記両掴持部の挟持部において突部は、両鋏片の回動中心線方向に沿って延設され、こ
の両掴持部の挟持部のうち一方の挟持部の突部と他方の挟持部の突部とは、両鋏片を互い
に閉じた状態で、刃体の刃縁に沿う延設線方向へ互いにずれていることを特徴とする請求
項５に記載の掴持部付き鋏。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は開閉可能に支持した両鋏片の先端部に掴持部を設けた掴持部付き鋏に関するも
のである。
【背景技術】
【０００２】
　従来の鋏としては、利便性を高めることができるように、文具用や裁縫用や工具用や調
理用などの用途に応じて複数の機能を備えたものが存在している。調理用の洋鋏は包丁の
代用として食材等の切断に用いられることもある。食材等を調理する際は、調理用の洋鋏
以外に他の道具も用いられることが多く、例えば食材を混ぜる際には菜箸やヘラが用いら
れ、食材を掴む際にはトング等が用いられる場合がある。
【０００３】
　下記の特許文献１では、掴持機能など複数の機能を有する工具用の洋鋏が開示されてい
る。この洋鋏においては、刃体と把持部とを有する一対の鋏片が回動中心部でＸ状に交差
されて互いに開閉可能に支持され、この両刃体の先端部には両鋏片の開閉方向両側で相対
向する挟持部を有する掴持部が設けられている。両鋏片を互いに閉じた状態では、この両
挟持部間の中央と両鋏片の回動中心線とを通ってその回動中心線方向に沿って延びる想定
面により区画された両鋏片の開閉方向両側の領域（上側の領域及び下側の領域）のうち、
上側の領域に下側の鋏片の把持部が配置されるとともに、下側の領域に上側の鋏片の把持
部が配置される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】実登第２５０５９４４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上記の特許文献１にかかる洋鋏を調理用の形態に変更して使用する場合について考える
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。フライパンなどの調理器に載せられた調理物を両掴持部により掴むために、上下両掴持
部の挟持部のうち下側の掴持部を調理器と調理物との間に挿入して調理物を下側の掴持部
の挟持部上に載せる際、把持部を調理器から上方へ離して操作し易くするために、調理器
に対し両鋏片を上方へ傾ける。その場合、下側の掴持部も調理物に対し上方へ傾くため、
調理物を両掴持部により掴む操作を行いにくくなる。
【０００６】
　この発明は、掴持部付き鋏において両掴持部により物を掴む操作を行い易くすることを
目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　後記実施形態の図面（図１～３）の符号を援用して本発明を説明する。
　請求項１の発明にかかる掴持部付き鋏においては、刃縁（１０ａ，１１ａ）を有する刃
体（１０，１１）と把持部（１７，１８）とを備えた一対の鋏片（１，２）を互いに開閉
可能に回動中心部（５）で支持し、この両刃体（１０，１１）には両鋏片（１，２）を互
いに閉じた際に両鋏片（１，２）の開閉方向（Ｚ）の両側で相対向する挟持部（１９）を
有する掴持部（１５，１６）を設けている。両鋏片（１，２）を互いに閉じた状態で、こ
の両挟持部（１９）間の中央を通って両鋏片（１，２）の回動中心線（５ａ）の方向（Ｙ
）に沿って延びる想定面（Ｍ）により区画された両鋏片（１，２）の開閉方向（Ｚ）の両
側の領域（ＭＵ，ＭＤ）のうち、一方の領域（ＭＵ）側に両鋏片（１，２）の把持部（１
７，１８）を片寄って配置した。ここに「片寄って配置」とは、把持部（１７，１８）に
おいて想定面（Ｍ）から一方の領域（ＭＵ）側に突出する最大寸法と想定面（Ｍ）から他
方の領域（ＭＤ）側に突出する最大寸法とを比較した場合、一方の領域（ＭＵ）側の最大
寸法が他方の領域（ＭＤ）側の最大寸法より大きいことを意味する。
【０００８】
　請求項１の発明では、調理器（Ｆ）に掴持部（１６）を当てがった際に把持部（１７，
１８）を調理器（Ｆ）から離すことができるので、調理器（Ｆ）に載せられた調理物を両
掴持部（１５，１６）により掴む際に両把持部（１７，１８）を操作し易くなる。
【０００９】
　請求項１の発明を前提とする請求項２の発明にかかる両鋏片（１，２）において、刃体
（１０，１１）は回動中心部（５）より先端側に設けた刃部（６，７）に設けられ、把持
部（１７，１８）は回動中心部（５）より基端側に設けた柄部（８，９）に設けられてい
る。請求項２の発明では、両鋏片（１，２）をＸ状に交差させた所謂洋鋏において請求項
１の発明の効果を発揮させることができる。
【００１０】
　請求項２の発明を前提とする請求項３の発明においては、前記両鋏片（１，２）を刃部
（６，７）の掴持部（１５，１６）と柄部（８，９）の把持部（１７，１８）との間で屈
曲させて一方の領域（ＭＵ）側に両鋏片（１，２）の把持部（１７，１８）を片寄って配
置した。また、請求項３の発明を前提とする請求項４の発明にかかる刃部（６，７）の刃
体（１０，１１）において刃縁（１０ａ，１１ａ）に沿う延設線は、掴持部（１５，１６
）から回動中心部（５）に向かうに従い前記想定面（Ｍ）から次第に離間するように屈曲
されている。例えば、刃体（１０，１１）は湾曲されて弓状に形成されている。請求項３
または請求項４の発明では、両鋏片（１，２）の屈曲により、洋鋏の把持部（１７，１８
）を調理器（Ｆ）から容易に離すことができる。
【００１１】
　請求項２～４のうちいずれか一つの請求項の発明を前提とする請求項５の発明にかかる
両鋏片（１，２）の刃部（６，７）において掴持部（１５，１６）の挟持部（１９）は、
両鋏片（１，２）を互いに閉じた状態で接触する当接部（２０）を有している。請求項５
の発明では、両当接部（２０）が互いに接触して両挟持部（１９）が閉じた状態を保持す
ることができる。
【００１２】
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　請求項５の発明を前提とする請求項６の発明にかかる両掴持部（１５，１６）の挟持部
（１９）において当接部（２０）は挟持部（１９）の先端部に設けられ、両鋏片（１，２
）を互いに閉じた状態で両挟持部（１９）間には当接部（２０）と挟持部（１９）の基端
部との間で隙間（２１）を有している。例えば、隙間（２１）が挟持部（１９）の先端部
側から基端部側に向かうに従い広がるように両挟持部（１９）が傾斜している。請求項６
の発明では、当接部（２０）と挟持部（１９）の基端部との間で両挟持部（１９）間に隙
間（２１）を生じさせて両当接部（２０）を確実に接触させることができる。
【００１３】
　請求項５または請求項６の発明を前提とする請求項７の発明において、前記両掴持部（
１５，１６）の挟持部(１９)には突部(２２)を設けた。請求項７の発明では、調理器（Ｆ
）に載せられた調理物を両挟持部(１９)の突部(２２)の滑り止め機能により確実に掴むこ
とができる。
【００１４】
　請求項７の発明を前提とする請求項８の発明にかかる両掴持部（１５，１６）の挟持部
(１９)において突部(２２)は、両鋏片（１，２）の回動中心線（５ａ）の方向（Ｙ）に沿
って延設され、この両掴持部（１５，１６）の挟持部(１９)のうち一方の挟持部(１９)の
突部(２２)と他方の挟持部(１９)の突部(２２)とは、両鋏片（１，２）を互いに閉じた状
態で、刃体（１０，１１）の刃縁（１０ａ，１１ａ）に沿う延設線方向へ互いにずれてい
る。例えば、両掴持部（１５，１６）の挟持部(１９)の突部(２２)のうち、少なくとも一
方の挟持部(１９)の突部(２２)は、複数設けられて、刃体（１０，１１）の刃縁（１０ａ
，１１ａ）に沿う延設線方向に沿って並設されている。請求項８の発明では、調理器（Ｆ
）に載せられた調理物を両掴持部（１５，１６）により掴む際に、互いにずれた両挟持部
(１９)の突部(２２)により調理物の滑りをより一層防止することができる。
【００１５】
　請求項２～８のうちいずれか一つの請求項の発明を前提とする請求項９の発明において
、前記両鋏片（１，２）は、刃部（６，７）で回動中心部（５）と掴持部（１５，１６）
との間に設けた刃体（１０，１１）と、柄部（８，９）で回動中心部（５）と把持部（１
７，１８）との間に設けた支持体（１２，１３）とを有する刀身（３，４）を備え、この
両鋏片（１，２）の刃部（６，７）で掴持部（１５，１６）は刀身（３，４）の刃体（１
０，１１）と異なる材料例えば樹脂により成形され、この両鋏片（１，２）の刀身（３，
４）には刀身（３，４）に掴持部（１５，１６）をインサート成形する際に金型に刀身（
３，４）を位置決めするための移動規制部(２６)を設けた。請求項９の発明では、刀身（
３，４）の所定位置に掴持部（１５，１６）を正確にインサート成形することができる。
【００１６】
　次に、請求項以外の技術的思想について実施形態の図面の符号を援用して説明する。
　請求項２～４のうちいずれか一つの請求項の発明を前提とする第１０の発明にかかる両
鋏片（１，２）において柄部（８，９）の把持部（１７，１８）は、この両鋏片（１，２
）の開閉方向（Ｚ）の両側の領域（ＭＵ，ＭＤ）のうち一方の領域（ＭＵ）内に配置され
ている。第１０の発明では、調理器（Ｆ）に掴持部（１６）を当てがった際に一方（上側
）の領域（ＭＵ）内で把持部（１７，１８）の全体を配置して調理器（Ｆ）から離すこと
ができる。
【００１７】
　第１０の発明を前提とする第１１の発明にかかる両鋏片（１，２）において柄部（８，
９）の把持部（１７，１８）は、一方の領域（ＭＵ）内で前記想定面（Ｍ）に対し離間し
ている。第１１の発明では、調理器（Ｆ）に掴持部（１５，１６）を当てがった際に一方
（上側）の領域（ＭＵ）内で把持部（１７，１８）の全体を配置して調理器（Ｆ）から確
実に離すことができる。
【００１８】
　請求項２～４のうちいずれか一つの請求項の発明を前提とする第１２の発明にかかる両
鋏片（１，２）において把持部（１７，１８）を有する柄部（８，９）は、前記両鋏片（
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１，２）の開閉方向（Ｚ）の両側の領域（ＭＵ，ＭＤ）のうち一方の領域（ＭＵ）内に配
置されている。第１２の発明では、調理器（Ｆ）に掴持部（１５，１６）を当てがった際
に一方（上側）の領域（ＭＵ）内で柄部（８，９）の全体を配置して調理器（Ｆ）から離
すことができる。
【００１９】
　第１２の発明を前提とする第１３の発明にかかる両鋏片（１，２）において把持部（１
７，１８）を有する柄部（８，９）は、一方の領域（ＭＵ）内で前記想定面（Ｍ）に対し
離間している。第１３の発明では、調理器（Ｆ）に掴持部（１５，１６）を当てがった際
に一方（上側）の領域（ＭＵ）内で柄部（８，９）の全体を配置して調理器（Ｆ）から確
実に離すことができる。
【００２０】
　請求項２～８のうちいずれか一つの請求項の発明を前提とする第１４の発明にかかる両
鋏片（１，２）は、刃部（６，７）で回動中心部（５）と掴持部（１５，１６）との間に
設けた刃体（１０，１１）と、柄部（８，９）で回動中心部（５）と把持部（１７，１８
）との間に設けた支持体（１２，１３）とを有する刀身（３，４）を備え、この両鋏片（
１，２）の柄部（８，９）で把持部（１７，１８）は刀身（３，４）の支持体（１２，１
３）と異なる材料例えば樹脂により成形され、この両鋏片（１，２）の刀身（３，４）に
は刀身（３，４）に把持部（１７，１８）をインサート成形する際に金型に刀身（３，４
）を位置決めするための移動規制部を設けた。第１４の発明では、刀身（３，４）の所定
位置に把持部（１７，１８）を正確にインサート成形することができる。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明は、掴持部付き鋏において両掴持部（１５，１６）により物を掴む操作を行い易
くすることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】（ａ）は掴持部付き鋏の開状態を示す斜視図であり、（ｂ）は両鋏片のうち上側
の鋏片を示す斜視図であり、（ｃ）は両鋏片のうち下側の鋏片を示す斜視図である。
【図２】（ａ）は掴持部付き鋏の閉状態を示す正面図であり、（ｂ）は掴持部付き鋏の閉
状態を示す平面図であり、（ｃ）は（ａ）の部分拡大図である。
【図３】（ａ）は掴持部付き鋏の開状態を示す正面図であり、（ｂ）は両鋏片の組付途中
状態または分解途中状態を示す部分正面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　以下、本発明の一実施形態にかかる掴持部付き鋏について図面を参照して説明する。
　図１に示すように、上下一対の鋏片１，２においては、金属により成形された刀身３，
４が回動中心部５でＸ状に交差されて互いに開閉可能に支持され、回動中心部５より先端
側に刃部６，７が設けられているとともに、回動中心部５より基端側に柄部８，９が設け
られている。上下両鋏片１，２の刀身３，４は、刃部６，７に設けられた刃体１０，１１
と、柄部８，９に設けられた支持体１２，１３とからなる。上下両刀身３，４の刃体１０
，１１には両鋏片１，２を互いに閉じた状態で噛み合う刃縁１０ａ，１１ａが形成されて
いる。下側の刃体１１の刃縁１１ａのみが波形状に形成されているが、上側の刃体１０の
刃縁１０ａも波形状に形成してもよい。下側の鋏片２において刀身４の刃体１１には調理
物のカットサイズの目安となる目盛１４が付されている。
【００２４】
　上下両刀身３，４の刃体１０，１１の先端部には樹脂によりインサート成形された掴持
部１５，１６が取り付けられている。掴持部１５，１６は、フライパンなどの上で使用さ
れて加熱されることもあるため、耐熱性のある樹脂、例えばナイロン樹脂で成形されるこ
とが好ましい。
【００２５】
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　上下両刀身３，４の支持体１２，１３には樹脂によりインサート成形された把持部１７
，１８が取り付けられている。把持部１７，１８は、使用者の手が触れる部分であるため
、柔軟性を有する樹脂、例えばエラストマー樹脂によって成形されることが好ましい。
【００２６】
　図１，２に示すように、上下両鋏片１，２の掴持部１５，１６においては、刃体１０，
１１の先端部に取着された突条部１５ａ，１６ａが刃縁１０ａ，１１ａに沿う延設線方向
へ延び、両鋏片１，２を互いに閉じた際に両鋏片１，２の開閉方向Ｚの両側で相対向する
挟持部１９が突条部１５ａ，１６ａからこの延設線方向へ突設されている。両掴持部１５
，１６の挟持部１９の先端部には両鋏片１，２を互いに閉じた状態で接触する当接部２０
が形成され、両挟持部１９間には両鋏片１，２を互いに閉じた状態で当接部２０と挟持部
１９の基端部との間で隙間２１が生じる。隙間２１が挟持部１９の先端部側から基端部側
に向かうに従い広がるように両挟持部１９が傾斜している。
【００２７】
　図２（ｃ）に示すように、両鋏片１，２を互いに閉じた状態で、両鋏片１，２の把持部
１７，１８を配置した上側（一方）の領域ＭＵ側にある上側の挟持部１９と、下側（他方
）の領域ＭＤ側にある下側の挟持部１９とのうち、下側の挟持部１９の当接部２０は上側
の挟持部１９の当接部２０に対し刃縁１０ａ，１１ａに沿う延設線方向へ突出してずれ、
下側の挟持部１９の当接部２０上で段差部２０ａを生じている。
【００２８】
　上下両挟持部１９のうち上側の挟持部１９と下側の挟持部１９とにはそれぞれ両鋏片１
，２の回動中心線５ａの方向Ｙへ互いに平行に延びる二本の突部２２が形成されている。
両鋏片１，２を互いに閉じた状態では、図２（ｃ）に示すように、下側の両突部２２が上
側の両突部２２に対し隙間２１において刃縁１０ａ，１１ａに沿う延設線方向で当接部２
０側へずれて並設されている。
【００２９】
　両鋏片１，２を互いに閉じた状態で、両掴持部１５，１６の挟持部１９間の中央を通っ
て両鋏片１，２の回動中心線５ａの方向Ｙに沿って延びる想定面Ｍを設定した場合、上下
両刃部６，７の刃体１０，１１において刃縁１０ａ，１１ａに沿う延設線は、掴持部１５
，１６から回動中心部５に向かうに従い想定面Ｍから次第に上方へ離間するように弓状に
湾曲されている。従って、その想定面Ｍにより区画された両鋏片１，２の開閉方向Ｚの上
下両側の領域ＭＵ，ＭＤのうち、上側の領域ＭＵ内で両鋏片１，２の柄部８，９及びその
把持部１７，１８の全体が片寄って配置されている。
【００３０】
　両鋏片１，２の回動中心部５においては、下側の鋏片２の刀身４に係止孔２３が形成さ
れているとともに、上側の鋏片１の刀身３に係止突部２４が取着され、係止突部２４が係
止孔２３に係入されて両鋏片１，２が回動中心線５ａを中心にして開閉可能に支持されて
いる。下側の鋏片２の刀身４には係止孔２３を挟む両側で目印２５が付されている。図３
（ｂ）に示すように、係止孔２３に係入された係止突部２４を両目印２５間に位置させた
状態で、係止突部２４を係止孔２３から離脱させて両鋏片１，２を互いに分解することが
でき、また逆に、係止突部２４を両目印２５間に位置させた状態で係止孔２３に係入させ
て両鋏片１，２を互いに組み付けることができる。上下両刀身３，４の刃体１０，１１に
は掴持部１５，１６の付近で移動規制部としての透孔２６が形成されている。
【００３１】
　鋏を製造するにあたっては、素材を両刀身３，４の外形状にプレス成形し、プレス成形
した両素材に熱処理を施した後に表面研磨を施す。プレス成形以外に、例えば、ワイヤー
カットやレーザー切断によって両刀身３，４の外形状を形成してもよい。次に、表面研磨
後の両素材に刃付けを施した後、さらにその両素材の刃縁のうち刀身４となる素材の刃縁
に波形状のセレーションを施す。次に、刃縁を成形した両素材のうち刀身４となる素材に
エッチングや印刷やレーザーマーキングなどにより目盛１４と目印２５を施す。
【００３２】
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　次に、両素材に把持部１７，１８をインサート成形する。次に、両素材に掴持部１５，
１６をインサート成形する。把持部１７，１８をインサート成形する場合には、刀身３，
４において刃縁１０ａ，１１ａ以外の部分で且つ把持部１７，１８に近い部分、例えば、
回動中心部５の孔部や支持体１２，１３の外形部分や刃体１０，１１の刃縁１０ａ，１１
ａに対する反対側の背縁を移動規制部として金型に支持することにより、刀身３，４を金
型に位置決めする。また、掴持部１５，１６をインサート成形する場合には、刀身３，４
において刃縁１０ａ，１１ａ以外の部分で且つ掴持部１５，１６に近い部分、例えば、掴
持部１５，１６の付近で刃体１０，１１に形成された透孔２６を移動規制部として金型に
支持することにより、刀身３，４を金型に位置決めする。いずれの場合も、刃縁１０ａ，
１１ａの損傷を避けるとともに、金型に対する刀身３，４のがたつきを防止することがで
きる。
【００３３】
　次に、刀身３となる素材に係止突部２４を取り付ける。次に、両鋏片１，２を互いに組
み付けた後に調整する。
　次に、鋏の使用例を述べる。
【００３４】
　調理物をフライパンなどの調理器上で刃体１０，１１の刃縁１０ａ，１１ａにより切断
して、そのまま調理器内に調理物を残すことができる。その調理物を炒める際には、掴持
部１５，１６を菜箸やヘラの代わりとして用いて炒めたり混ぜ合わせたりすることができ
る。また、その調理物をひっくり返したり持ち上げたりする際には、掴持部１５，１６を
トングの代わりとして用いて調理物を掴むことができる。
【００３５】
　調理物を掴む場合には、図１，３に示すように、両鋏片１，２を上下に配置して上側の
把持部１８と下側の把持部１７とを握った状態で、湾曲した下側の刃体１１をフライパン
などの調理器Ｆに沿わせながら、調理器Ｆに載せられた調理物を下側の刃体１１の刃縁１
１ａと上側の刃体１０の刃縁１０ａとの間に挟んで切断する。その際、両把持部１７，１
８を握ったまま、調理器Ｆに下側の掴持部１６の突条部１６ａを載せて案内しながら下側
の掴持部１６を調理器Ｆと調理物との間に挿入して調理物を下側の掴持部１６の挟持部１
９上に載せ、下側の掴持部１６と上側の掴持部１５との間に調理物を挟んで掴む。その際
、下側の把持部１７を調理器Ｆから上方へ離間させ易い。
【００３６】
　本実施形態は下記の効果を有する。
　（１）　両鋏片１，２を回動中心部５でＸ状に支持して交差させた洋鋏により調理物を
切断することができるばかりではなく、その洋鋏の両掴持部１５，１６をトングや菜箸や
ヘラの代わりとして用いる多機能鋏を提供することができる。
【００３７】
　（２）　両鋏片１，２を回動中心部５でＸ状に支持して交差させた洋鋏において、両刀
身３，４の先端部に設けた掴持部１５，１６から回動中心部５に向かうに従い所定の想定
面Ｍから次第に離間するように両刀身３，４を湾曲させた。そのため、所定の想定面Ｍに
より区画された上下両領域ＭＵ，ＭＤのうち上側の領域ＭＵ内に、把持部１７，１８を含
む柄部８，９の全体を片寄って配置することができる。従って、調理器Ｆに下側の掴持部
１６を当てがった際に把持部１７，１８を調理器Ｆから離すことができ、調理器Ｆに載せ
られた調理物を両掴持部１５，１６により掴む際に両把持部１７，１８を操作し易くなる
。
【００３８】
　（３）　掴持部１５，１６の両挟持部１９間には、両鋏片１，２を互いに閉じた状態で
接触する当接部２０と挟持部１９の基端部との間で隙間２１を有している。従って、隙間
２１により両当接部２０を確実に接触させて両挟持部１９が閉じた状態を保持することが
できる。また、両鋏片１，２を互いに閉じた状態で、上側の当接部２０から突出する下側
の当接部２０を調理器Ｆと調理物との間に挿入し易い。
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　（４）　両掴持部１５，１６の挟持部１９に設けた突部２２により、調理器Ｆに載せら
れた調理物を突部２２の滑り止め機能により確実に掴むことができる。
　（５）　両鋏片１，２の刀身３，４には掴持部１５，１６を刀身３，４に樹脂によりイ
ンサート成形する際に金型に刀身３，４を位置決めするための透孔２６を設けたので、刀
身３，４の所定位置に掴持部１５，１６を正確にインサート成形することができる。
【００４０】
　前記実施形態以外にも例えば下記のように構成してもよい。
　・　前記実施形態においては、想定面Ｍにより区画された上下両領域ＭＵ，ＭＤのうち
上側の領域ＭＵ内で、把持部１７，１８を含む柄部８，９の全体を配置したが、柄部８，
９やその把持部１７，１８が上側の領域ＭＵに片寄って配置されれば、柄部８，９の一部
やその把持部１７，１８の一部を上側の領域ＭＵ内で想定面Ｍ上に配置させたり下側の領
域ＭＤに配置させたりしてもよい。
【００４１】
　・　前記実施形態においては刀身３，４を湾曲させて弓状に形成したが、刃体１０，１
１に対し支持体１２，１３を鈍角状に屈曲させて刀身３，４をく形状に形成してもよい。
　・　前記実施形態において、掴持部１５，１６や把持部１７，１８を樹脂以外に金属な
どの材料により成形してもよい。また、掴持部１５，１６や把持部１７，１８を刀身３，
４と一体成形したり、刀身３，４を金属以外の材料、例えば樹脂やセラミックス等で成形
したりしてもよい。
【００４２】
　・　前記実施形態の両掴持部１５，１６において、両挟持部１９間の隙間２１を省略し
て両挟持部１９の全体を当接部として互いに接触させることができる。
　・　前記実施形態の両掴持部１５，１６において、両挟持部１９間の隙間２１で各突部
２２を省略することができる。
【００４３】
　・　前記実施形態の回動中心部５において、係止孔２３及び係止突部２４を省略して支
軸により回動可能に支持することができる。
　・　前記実施形態で例示した洋鋏以外に、和鋏に本発明を適用することができる。その
場合、両刀身の基端部を回動支持部で互いに支持し、両刀身において刃体を設けるととも
に刃体と回動支持部との間に把持部を設け、刃体の先端部に掴持部を設ける。
【符号の説明】
【００４４】
　１，２…鋏片、３，４…刀身、５…回動中心部、５ａ…回動中心線、６，７…刃部、８
，９…柄部、１０，１１…刃体、１０ａ，１１ａ…刃縁、１２，１３…支持体、１５，１
６…掴持部、１７，１８…把持部、１９…挟持部、２０…当接部、２１…隙間、２２…突
部、２６…透孔（移動規制部）、Ｍ…想定面、ＭＵ，ＭＤ…領域、Ｚ…両鋏片の開閉方向
、Ｙ…回動中心線方向。
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